
第１０ 特殊モルタル吹付工等の検査

モルタル吹付工

検 査
工事区分

種 別 事 項 方 法

モルタル吹付工 Ⅰ 形量検査 １ 施工面積の (1) 契約図書及び出来形図を基準
（航空吹け工、を 検査 にして測線の概ね２０％又は５箇所
含む） を抽出して検査するものとする。

合 不

Ⅱ 品質検査 １ 材料の検査 (1) 使用材料の規格、品質につい
て証拠図書などにより検査するも
のとする。

合 不

２ 接着強度の モルタルブロック供試体（一辺２c
検査 m）接着検査は、良質岩盤等に接合

した供試体を接着面に直角に引張り
力を徐々に与え１分間で３２０Ｎ個に
達するようにして測定する。

施工面積500㎡当たり３個以上
検査値の平均値が３２０N個以下

２５％以下
各検査値が２５６N個以下５％以下

合 不

３ 吹付量の ヤシマット供試体（１０cm×１０cm）
検査 吹付量検査は、下記重量を基査とし

て、算出した所定量により検査を行な
う。

施工面積500㎡当たり１０個以上

ロックメント吹付量 １００㎠重量
6kg/㎡ 49.2g

10kg/㎡ 82.0g
合 不

Ⅲ その他検査 その他検査 法面の整理状況（浮き石、 伐根等
の処理）階段の切り付け状況その他
施工技術の良否につい検査する。

合 不


